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【手続補正１】
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【補正方法】変更
【補正の内容】
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【請求項１】
　プラスミンまたはその誘導体を含む、治療剤の対象の眼への送達を増強するための薬学
的組成物であって、該治療剤と組み合わせて使用される、薬学的組成物。
【請求項２】
　プラスミンまたはその誘導体が、ミニプラスミンまたはマイクロプラスミン（オクリプ
ラスミン）である、請求項1記載の薬学的組成物。
【請求項３】
　治療剤が、核酸、低分子、抗体、またはペプチドから選択される、請求項1記載の薬学
的組成物。
【請求項４】
　核酸が、核酸発現ベクター、プラスミド、またはsiRNAである、請求項3記載の薬学的組
成物。
【請求項５】
　核酸が、核酸発現ベクターである、請求項3記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　核酸発現ベクターが、導入遺伝子を含むウイルスベクターである、請求項5記載の薬学
的組成物。
【請求項７】
　導入遺伝子がオプシンである、請求項6記載の薬学的組成物。
【請求項８】
　オプシンが、チャネルロドプシン、ハロロドプシン、メラノプシン、松果体オプシン、
バクテリオロドプシン、およびプロテオロドプシン、またはその機能的バリアントからな
る群より選択される、請求項7記載の薬学的組成物。
【請求項９】
　前記導入遺伝子が、細胞特異的プロモーターに機能的に連結されている、請求項6～8の
いずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　治療剤が、ナノ粒子、ポリマー、またはリポソームの中にカプセル化されている、請求
項1～9のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１１】
　治療剤が、ラニビズマブ抗体FAB（Lucentis）、VEGF Trap融合分子（VEGF Trap-Eye）
、macugenペグ化ポリペプチド（ペガプタニブ）、およびベバシズマブ（Avastin）からな
る群より選択される、請求項1～10のいずれか一項記載の薬学的組成物。
【請求項１２】
　対象が眼の疾患または障害を患っている、請求項1記載の薬学的組成物。
【請求項１３】
　治療剤との同時または逐次送達に適している、請求項1記載の薬学的組成物。
【請求項１４】
　治療剤が網膜細胞への送達に適している、請求項1記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　網膜細胞が、網膜神経節細胞、網膜双極細胞、網膜水平細胞、無軸索細胞、光受容細胞
、ミュラーグリア細胞、または網膜色素上皮細胞である、請求項14記載の薬学的組成物。
【請求項１６】
　眼の硝子体への送達に適している、請求項1記載の薬学的組成物。
【請求項１７】
　プラスミンまたはその誘導体を含む、対象において光感受性を増大させるか、または視
力を改善もしくは回復させるための薬学的組成物であって、眼の硝子体への送達に適して
おり、オプシンをコードする核酸発現ベクターと組み合わせて使用される、薬学的組成物
。
【請求項１８】
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　前記オプシンが、チャネルロドプシン、ハロロドプシン、メラノプシン、松果体オプシ
ン、バクテリオロドプシン、およびプロテオロドプシン、またはその機能的バリアントか
らなる群より選択される、請求項17記載の薬学的組成物。
【請求項１９】
　対象が眼の疾患または障害を有する、請求項17または18記載の薬学的組成物。
【請求項２０】
　前記オプシンが、細胞特異的プロモーターに機能的に連結されている、請求項17記載の
薬学的組成物。
【請求項２１】
　核酸発現ベクターとの同時または逐次送達に適している、請求項17記載の薬学的組成物
。
【請求項２２】
　核酸発現ベクターが網膜細胞への送達に適している、請求項17記載の薬学的組成物。
【請求項２３】
　網膜細胞が、網膜神経節細胞、網膜双極細胞、網膜水平細胞、無軸索細胞、光受容細胞
、ミュラーグリア細胞、または網膜色素上皮細胞である、請求項22記載の薬学的組成物。
【請求項２４】
　前記核酸発現ベクターが、ウイルスベクターである、請求項17記載の薬学的組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
[本発明1001]
　治療剤の対象の眼への送達を増強する方法であって、プラスミンまたはその誘導体およ
び該治療剤を該眼に投与する段階を含む、方法。
[本発明1002]
　プラスミンまたはその誘導体が、ミニプラスミンまたはマイクロプラスミン（オクリプ
ラスミン）である、本発明1001の方法。
[本発明1003]
　治療剤が、核酸、低分子、抗体、またはペプチドから選択される、本発明1001の方法。
[本発明1004]
　核酸が、核酸発現ベクター、プラスミド、またはsiRNAである、本発明1003の方法。
[本発明1005]
　核酸発現ベクターが、導入遺伝子を含むウイルスベクターである、本発明1004の方法。
[本発明1006]
　導入遺伝子がオプシンである、本発明1005の方法。
[本発明1007]
　オプシンが、チャネルロドプシン、ハロロドプシン、メラノプシン、松果体オプシン、
バクテリオロドプシン、およびプロテオロドプシン、またはその機能的バリアントからな
る群より選択される、本発明1006の方法。
[本発明1008]
　前記導入遺伝子が、細胞特異的プロモーターに機能的に連結されている、本発明1004～
1007のいずれかの方法。
[本発明1009]
　治療剤が、ナノ粒子、ポリマー、またはリポソームの中にカプセル化されている、前記
本発明のいずれかの方法。
[本発明1010]
　治療剤が、ラニビズマブ抗体FAB（Lucentis）、VEGF Trap融合分子（VEGF Trap-Eye）
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、macugenペグ化ポリペプチド（ペガプタニブ）、およびベバシズマブ（Avastin）からな
る群より選択される、前記本発明のいずれかの方法。
[本発明1011]
　対象が眼の疾患または障害を患っている、本発明1001の方法。
[本発明1012]
　プラスミンまたはその誘導体および治療剤が、同時にまたは逐次的に送達される、本発
明1001の方法。
[本発明1013]
　治療剤が網膜細胞に送達される、本発明1001の方法。
[本発明1014]
　網膜細胞が、網膜神経節細胞、網膜双極細胞、網膜水平細胞、無軸索細胞、光受容細胞
、ミュラーグリア細胞、または網膜色素上皮細胞である、本発明1013の方法。
[本発明1015]
　投与が眼の硝子体に対してである、本発明1001の方法。
[本発明1016]
　対象において光感受性を増大させるか、または視力を改善もしくは回復させる方法であ
って、プラスミンまたはその誘導体およびオプシンをコードするウイルスベクターを眼の
硝子体に投与する段階を含む、方法。
[本発明1017]
　前記オプシンが、チャネルロドプシン、ハロロドプシン、メラノプシン、松果体オプシ
ン、バクテリオロドプシン、およびプロテオロドプシン、またはその機能的バリアントか
らなる群より選択される、本発明1016の方法。
[本発明1018]
　対象が眼の疾患または障害を有する、本発明1016～1017のいずれかの方法。
　本発明の他の特性および利点が、以下の詳細な説明および特許請求の範囲から明らかで
あると考えられ、かつそれらによって包含される。
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